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生
涯
剣
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静
岡
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剣
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連
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副
会
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石
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廣
美
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第 10 号

静
岡
市
剣
道
連
盟
に

は
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

道
場
、
学
校
、
企
業
、

O
B
会
ほ
か
多
く
の

団
体
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
小
学
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
現
役
で
活
動
で
き
る
の
が
剣
道
（
剣
道
・
居

合
道
・
杖
道
）
の
特
長
で
す
。
息
の
長
い
剣
道
修
練
で

大
切
な
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
で
自
分
の
目
標
を
決

め
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
競
技
志
向
、
昇
段
、
健
康

増
進
、
青
少
年
の
指
導
な
ど
そ
の
時
々
で
自
分
の
主
な

目
標
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
長
い
人
生
の
中
で

十
分
な
稽
古
が
で
き
な
い
時
期
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
仕
事
の
忙
し
さ
に
か
ま
け
て
稽
古
を
し
な
い
時
期

が
あ
り
、
今
に
な
っ
て
後
悔
し
て
い
ま
す
。

剣
道
の
稽
古
は
道
場
で
竹
刀
を
交
え
る
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
の
家
で
相
手
を
想
定
し
た
打
ち
込
み
、
素
振

り
、
仮
想
稽
古
・
試
合
、
ま
た
日
本
剣
道
形
も
一
人
で

行
う
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で
、
少
し
の
時
間
で
も
継

続
し
て
行
っ
て
下
さ
い
。
正
し
い
基
本
に
常
に
立
ち
返

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
道
場
に
入
り
い
き
な
り
地
稽
古

で
は
な
く
一
人
で
基
本
技
を
行
い
構
え
、
踏
み
こ
み
、

打
突
の
チ
ェ
ッ
ク
を
少
し
で
も
行
う
こ
と
で
剣
道
力
の
向

上
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
剣
風
」
が
あ
り
ま
す
。
判
で
押
し

た
よ
う
な
形
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基

本
は
長
い
間
多
く
の
先
人
が
最
も
理
合
に
あ
っ
た
剣
道

を
求
め
た
中
か
ら
築
い
て
き
た
も
の
で
先
に
述
べ
た
試

合
、
昇
段
ま
た
怪
我
を
し
な
い
で
長
く
剣
道
が
で
き
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

静
岡
市
剣
道
連
盟
で
は
、
試
合
を
例
に
す
る
と
護
国
神

社
主
催
の
「
万
灯
み
た
ま
祭
少
年
剣
道
大
会
」
に
出

場
す
る
小
学
生
1
年
生
か
ら
、
全
国
高
齢
者
剣
道
大

会
で
8
5
才
以
上
の
部
で
3
連
覇
・
内
閣
総
理
大
臣

杯
を
獲
得
し
た
林
学
先
生
ま
で
「
生
涯
剣
道
」
を
実

践
し
て
い
る
目
標
と
な
る
方
も
多
く
い
ま
す
。
是
非
、

連
盟
活
性
化
の
た
め
に
も
剣
道
を
始
め
る
人
を
増
や
す

こ
と
や
休
止
し
て
い
る
人
に
再
び
竹
刀
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

道
場
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
「
誰
で
も
、

い
つ
で
も
、
気
軽
に
」
入
門
し
て
剣
道
・
居
合
道
・
杖

道
に
親
し
ん
で
心
身
共
に
健
康
な
「
生
涯
剣
道
」
を
目

指
し
て
下
さ
い
。

支
え
、
支
え
ら
れ
て

　
　
　
静
岡
市
剣
道
連
盟

　
　
　
　
　
理
事
長
　
桂
山 

洋
一

私
は
、
現
在
、
静
岡

市
剣
道
連
盟
の
理
事

長
を
務
め
、
剣
道
連

盟
の
諸
行
事
に
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
。

諸
行
事
に
つ
い
て
は
、
剣
道
連
盟
の
各
委
員
会
の
委
員

が
企
画
、
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
は
当
然
ご
自
分
の
仕
事
等
を
お
持
ち
で
あ
り
、
そ
の

仕
事
の
後
に
、
時
間
の
や
り
く
り
を
し
て
、
準
備
の
た

め
の
会
合
を
開
い
た
り
、
持
ち
帰
っ
て
自
宅
で
そ
の
仕

事
に
取
り
組
ん
だ
り
・
・
・
・
と
奔
走
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
日
に
な
れ
ば
、
行
事
が
行
わ
れ
る
会
場
で

は
、
駐
車
場
係
を
担
当
す
る
委
員
が
始
ま
る
１
時
間

以
上
前
か
ら
自
動
車
を
受
け
入
れ
る
準
備
か
ら
活
動
が

始
ま
り
ま
す
。（
養
浩
館
で
の
駐
車
に
つ
い
て
は
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。）

そ
れ
に
加
え
て
、
関
係
団
体
の
方
々
に
も
係
員
の
お
仕

事
を
お
願
い
し
て
い
る
大
会
も
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
行
事
、
大
会
が
成
り
立
つ
の
は
、
出

場
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
、
気
迫
溢
れ
る
試
合
を
す
る
会

員
の
皆
さ
ん
の
存
在
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
静
岡
市
剣
道
連
盟
の
稽
古
会
に
お
い
て
、
参
加

者
、
見
学
者
の
皆
さ
ん
に
、
使
用
前
、
使
用
後
に
養
浩

館
等
の
会
場
内
の
準
備
、
片
付
け
、
床
・
ト
イ
レ
等
の

掃
除
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
自
主
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、静
岡
市
剣
道
連
盟
の
様
々
な
活
動
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
静
岡
市
剣
道
連
盟
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
活
動

が
、一
人
ひ
と
り
の
活
動
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
私
が
静
岡
市
剣
道
連
盟
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
気

持
ち
。

「
私
が
こ
の
行
事
に
参
加
し
て
活
動
で
き
る
の
は
、
こ
の

活
動
を
支
え
て
い
る
方
た
ち
の
お
か
げ
」
と
い
う
感
謝

の
気
持
ち
。
こ
の
気
持
ち
が
溢
れ
る
静
岡
市
剣
道
連
盟

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林 

学 

先
生　

全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会

（
寿
A
）
優
勝
３
連
覇
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

去
る
6
月
9
日
（
月
）
東
京
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
第
３
６
回
全
日
本
高
齢
者
武
道
大
会
（
剣
道
）

に
お
い
て
、
元
静
岡
市
剣
道
連
盟
会
長
、
現
静
岡
市

剣
道
連
盟
顧
問　

林 

学 

先
生
が
、
寿
A
（
8
5
歳
以

上
）
の
部
で
見
事
優
勝
さ
れ
、
３
連
覇
の
偉
業
を
達
成

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寿
B
（
8
0
〜
8
4
歳
）
の

優
勝
者
と
の
決
定
戦
に
勝
利
し
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。



第
　
回
近
県
青
少
年
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
6
年
8
月
1
6
日
（
日
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館

◇ 

青
少
年
の
部　

参
加
4
7
チ
ー
ム

　

優　

勝　

誠
学
館
Ａ（
富
士
市
）

　

準
優
勝　

静
岡
市
駿
河
区

　

三　

位　

誠
学
館
Ｂ（
富
士
市
）

　

三　

位　

静
岡
市
清
水
区

◇ 

小
学
生
の
部　

参
加
7
0
チ
ー
ム

　

優　

勝　

武
修
館
（
三
島
市
）

　

準
優
勝　

誠
道
会
北
部
道
場
（
浜
松
市
）

　

三　

位　

東
丘
少
年
剣
友
会
（
愛
知
県
み
よ
し
市
）

　

三　

位　

剣
修
館
道
場
（
浜
松
市
）

（2）

第
9
回
鈴
与
杯
少
年
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
6
年
5
月
6
日
（
火
・
祝
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館 

◇ 

小
学
生
の
部　

2
1
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

武
修
館

　
　

準
優
勝　

小
島
剣
道
ス
ポ
少

　
　

三　

位　

大
剣
会

　
　

三　

位　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
錬
心
館

◇ 

中
学
生
男
子
の
部　

2
6
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　
　

準
優
勝　

服
織
中
学
校

　
　

三　

位　

城
内
中
学
校

　
　

三　

位　

安
東
中
学
校

◇ 

中
学
生
女
子
の
部　

2
1
チ
ー
ム

　
　

優　

勝　

長
田
西
中
学
校

　
　

準
優
勝　

大
里
中
学
校

　
　

三　

位　

長
田
南
中
学
校

　
　

三　

位　

美
和
中
学
校

【
高
校
女
子
の
部
】

　

１
位　

仲
田　

千
紗
（
駿
河
総
合
高
）

　

２
位　

宮
奥　

香
奈
（
駿
河
総
合
高
）

　

３
位　

長
倉　

未
典
（
駿
河
総
合
高
）

　

３
位　

小
泉　

輝
歩
（
駿
河
総
合
高
） 

【
女
子
大
学
・
一
般
の
部
】

　

１
位　

井
上
眞
理
菜
（
尚
志
会
）

　

２
位　

轟　

真
由
美
（
剣
誠
会
）

　

３
位　

中
本
比
衣
奈
（
尚
志
会
）

　

３
位　

栗
田　

真
紀
（
県
立
大
）

【
男
子
４
０
歳
未
満
の
部
】

　

１
位　

野
崎　

泰
孝
（
鈴
与
）

　

２
位　

沢
登　

慎
（
常
葉
大
）

　

３
位　

西
澤　

陽
介
（
尚
志
会
）

　

３
位　

森
川　

和
晃
（
翔
洋
）

【
男
子
４
０
歳
以
上
の
部
】

　

１
位　

富
永　

光
則
（
蒲
原
剣
道
）

　

２
位　

海
老
澤
芳
紀
（
大
剣
会
）

　

３
位　

鍋
田　

光
伸
（
清
心
館
）

　

３
位　

堀
内　

栄
明
（
用
宗
剣
道
）

第
　
回
　
静
岡
市
民
剣
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
6
年
1
0
月
1
3
日
（
月
・
祝
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館

【
小
学
生
４
年
の
部
】　

　

１
位　

山
田　

大
貴
（
大
剣
会
）

　

２
位　

佐
藤　

宏
太
（
大
剣
会
）

　

３
位　

佐
藤　

直
樹
（
蒲
原
剣
道
少
年
団
）

　

３
位　

竹
下　

海
月
（
大
浜
剣
友
会
）

【
小
学
生
５
年
の
部
】

　

１
位　

山
崎　

優
斗
（
静
岡
武
修
館
）

　

２
位　

山
田　

弦
季
（
大
剣
会
）

　

３
位　

竹
村　

真
紘
（
静
岡
武
修
館
）

　

３
位　

尾
平　

樹
優
（
浜
田
剣
道
教
室
）

【
小
学
生
６
年
の
部
】

　

１
位　

松
川　

美
羽
（
静
岡
武
修
館
）

　

２
位　

安
藤
七
海
斗
（
新
運
館
）

　

３
位　

岡
田　

雅
弘
（
安
東
剣
道
教
室
）

　

３
位　

白
鳥　

太
一
（
静
岡
武
修
館
）

【
中
学
男
子
１
年
の
部
】

　

１
位　

佐
藤　

優
芽
（
翔
洋
中
）

　

２
位　

小
森　

駿
（
清
水
二
中
）

　

３
位　

岡
村　

亮
輔
（
末
広
中
）

　

３
位　

関　

隆
之
介
（
翔
洋
中
）

【
中
学
男
子
２
年
の
部
】

　

１
位　

山
本
章
太
郎
（
安
東
中
）

　

２
位　

古
谷　

憲
生
（
翔
洋
中
）

　

３
位　

佐
藤　

壱
生
（
蒲
原
中
）

　

３
位　

滝
浪　

大
吾
（
安
東
中
）

【
中
学
男
子
３
年
の
部
】

　

１
位　

吉
澤　

泰
平
（
翔
洋
中
）

　

２
位　

佐
藤　

大
阿
（
翔
洋
中
）

　

３
位　

望
月　

大
瑚
（
翔
洋
中
）

　

３
位　

竹
村　

悠
太
（
翔
洋
中
）

【
中
学
女
子
１
年
の
部
】

　

１
位　

森　

文
香
（
籠
上
中
）

　

２
位　

佐
野
樹
乃
葉
（
清
水
六
中
）

　

３
位　

宮
坊　

果
奈
（
東
中
）

　

３
位　

伊
藤　

幸
穂
（
安
倍
川
中
）

【
中
学
女
子
２
年
の
部
】

　

１
位　

佐
藤　

亮
子
（
南
中
）

　

２
位　

田
島　

萌
美
（
豊
田
中
）

　

３
位　

安
藤　

綺
更
（
静
大
付
属
中
）

　

３
位　

倉
島　

花
梨
（
長
田
南
中
）

【
中
学
女
子
３
年
の
部
】

　

１
位　

市
川　

優
真
（
常
葉
橘
中
）

　

２
位　

堀
川
菜
都
子
（
新
運
館
）

　

３
位　

安
本　

凛
（
長
田
西
中
）

　

３
位　

中
川　

奈
緒
（
長
田
西
中
）

【
高
校
男
子
の
部
】

　

１
位　

渡
邉　

拓
朗
（
翔
洋
高
）

　

２
位　

高
尾　

純
（
静
岡
市
立
高
）

　

３
位　

長
田　

優
佑
（
静
岡
東
高
）

　

３
位　

坂
本　

雄
大
（
駿
河
総
合
高
）

１
年　

松
川
剣
大
（
静
岡
武
修
館
）

２
年　

望
月
健
成
（
小
島
剣
道
ス
ポ
少
）、
武
井
雅
弥
（
大
剣
会
）

３
年　

宮
沢
慶
次
郎
（
静
岡
武
修
館
）、
前
田
佳
孝
（
静
岡
武
修
館
）

　
　
　

太
田　

匤
（
静
岡
武
修
館
）

　
　
　

元
野　

湊
（
静
岡
市
役
所
浜
田
剣
道
教
室
）

４
年　

佐
藤
宏
太
（
大
剣
会
）、
長
倉
皐
月
（
新
運
館
）

　
　
　

山
田
大
貴
（
大
剣
会
）、
佐
藤
直
樹
（
蒲
原
剣
道
少
年
団
）

　
　
　

石
野
美
沙
季
（
新
運
館
）、
大
久
保
翔
志
朗
（
篤
誠
館
）

５
年　

山
崎
優
斗
（
静
岡
武
修
館
）、
山
田
弦
季
（
大
剣
会
）

　
　
　

竹
村
真
紘
（
静
岡
武
修
館
）、
前
田
知
里
（
静
岡
武
修
館
）

　
　
　

尾
平
樹
優
（
静
岡
市
役
所
浜
田
剣
道
教
室
）

　
　
　

内
田
空
翔
（
S
B
S
錬
心
館
）

６
年　

松
川
美
羽
（
静
岡
武
修
館
）、
石
垣
圭
梧
（
静
岡
武
修
館
）

　
　
　

岡
田
雅
弘
（
安
東
剣
道
教
室
）、
山
田
雄
風
（
大
剣
会
）

　
　
　

前
澤
昇
利
（
小
島
剣
道
ス
ポ
少
）、
岩
本
修
翔
（
安
東
剣
道
教
室
）

　
　
　

長
倉
裕
真
（
新
運
館
）、
安
東
七
海
斗
（
新
運
館
）

　
　
　

杉
山
美
紗
（
興
津
剣
友
会
）

第
8
回
万
灯
み
た
ま
祭
奉
納
剣
道
大
会

開
催
日
時 　

平
成
2
6
年
7
月
2
6
日
（
土
）

大
会
会
場 　
（
社
）
静
岡
県
剣
道
連
盟
「
養
浩
館
」

勝抜賞：五人抜き
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第
8
回
　
静
岡
市
段
別
居
合
道
大
会

開
催
日
時　

平
成
2
6
年
9
月
2
3
日
（
火
・
祝
）

大
会
会
場　

静
岡
市
北
部
体
育
館　

剣
道
場

【
段
外
の
部
】

　

優　

勝
：
鈴
木 

寛
彦
（
中
央
体
育
館
）

　

二　

位
：
柴　

一
尋
（
長
田
体
育
館
）

　

三　

位
：
寺
田 

善
徳
（
長
田
体
育
館
）

【
初
段
の
部
】

　

優　

勝
：
清
水 

政
幸
（
北
部
体
育
館
）

　

二　

位
：
本
目 

愛
音
（
中
央
体
育
館
）

　

三　

位
：
柴
田　

享
（
中
央
体
育
館
）

【
二
段
の
部
】

　

優　

勝
：
秋
元　

柊
（
静
岡
八
重
垣
会
）

　

二　

位
：
高
木 

隆
一
（
大
圓
堂
拓
心
会
）

　

三　

位
：
岡
本 

記
代
子
（
中
央
体
育
館
）

【
三
段
の
部
】

　

優　

勝
：
三
浦 

悠
也
（
中
央
体
育
館
）

　

二　

位
：
柴
木　

崇
（
無
相
会
）　

　

三　

位
：
松
永 

俊
乃
（
中
央
体
育
館
）

【
四
段
の
部
】

　

優
秀
者
：
中
村 

弥
弘
（
無
双
直
伝
英
信
流
）

【
五
段
の
部
】

　

優
秀
者
：
馬
場 

麻
毛
留
（
伯
耆
流
）

【
六
段
の
部
】

　

優
秀
者
：
松
下 

武
人
（
夢
想
神
伝
流
）
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小
田
原
剣
道
連
盟
と
の

　
剣
道
交
流
会
に
つ
い
て

静
岡
市
剣
道
連
盟
は
1
1
月
2
9
日
〜
3
0

日　

1
7
名
の
会
員
に
よ
り
初
の
県
外
遠
征

を
実
施
し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
箱
根
の
体
育

館
で
地
元
剣
士
を
交
え
て
稽
古
を
行
い
ま
し

た
。

当
日
の
箱
根
は
紅
葉
の
真
っ
盛
り
で
大
変
た
の

し
い
武
者
修
行
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

【
男
子
】

　

優　

勝　

東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　

二　

位　

静
岡
市
立
大
里
中
学
校

　

三　

位　

静
岡
市
立
東
中
学
校

　

三　

位　

静
岡
市
立
安
東
中
学
校

　
〔
ベ
ス
ト
８
進
出
校
〕

　
　

静
岡
市
立
清
水
第
一
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
末
広
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
南
中
学
校 

【
女
子
】

　

優　

勝　

静
岡
市
立
清
水
第
六
中
学
校

　

二　

位　

静
岡
市
立
南
中
学
校

　

三　

位　

静
岡
市
立
長
田
西
中
学
校

　

三　

位　

静
岡
市
立
大
里
中
学
校

　
〔
ベ
ス
ト
８
進
出
校
〕

　
　

静
岡
市
立
豊
田
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
末
広
中
学
校

　
　

静
岡
市
立
高
松
中
学
校

第
　
回
静
岡
市
中
学
新
人
団
体
戦

開
催
日
時 　

平
成
2
6
年
1
0
月
1
9
日
（
日
）

大
会
会
場 　

静
岡
市
北
部
体
育
館
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 【
男
子
】

　

優　

勝　

東
海
大
翔
洋
高

　

二　

位　

静
岡
東
高
A

　

三　

位　

清
水
東
高
A

　

三　

位　

駿
河
総
合
高
A

【
女
子
】

　

優　

勝　

駿
河
総
合
高
A

　

二　

位　

静
岡
東
高
A

　

三　

位　

静
岡
西
高

　

三　

位　

清
水
東
高
A

﹇
団
体
戦
﹈

【
男
性
５
０
歳
未
満
の
部　
参
加
２
２
チ
ー
ム
】

　

優　

勝　

静
岡
刑
務
所
A

　

準
優
勝　

焼
津
市
剣
道
連
盟
東
大
支
部
A

　

三　

位　

静
岡
刑
務
所
B

【
男
性
５
０
歳
以
上
の
部　
参
加
１
１
チ
ー
ム
】

　

優　

勝　

藤
枝
剣
道
連
盟

　

準
優
勝　

静
岡
剣
誠
会
D

　

三　

位　

島
田
剣
道
連
盟

【
女
性
の
部　
参
加
１
１
チ
ー
ム
】

　

優　

勝　

中
部
地
区
女
子
稽
古
会

　

準
優
勝　

新
運
館
A

　

三　

位　

尚
志
会

﹇
個
人
戦
﹈

【
男
性
４
０
歳
未
満
の
部　
参
加
７
８
名
】

　

優　

勝　

奈
須
祐
亮

　

準
優
勝　

塩
澤
昌
史

　

三　

位　

大
石
高
也

【
男
性
４
０
歳
以
上
５
５
歳
未
満
の
部　
参
加
４
０
名
】

　

優　

勝　

須
田
彰
宏

　

準
優
勝　

福
田
豊
輔

　

三　

位　

押
尾
武
史

【
男
性
５
５
歳
以
上
の
部　
参
加
１
０
名
】

　

優　

勝　

板
野　

悟

　

準
優
勝　

岩
崎
智
宏

　

三　

位　

栗
田
俊
裕

【
女
性
３
０
歳
未
満
の
部　
参
加
１
５
名
】

　

優　

勝　

西
ヶ
谷
沙
織

　

準
優
勝　

高
橋
季
実
子

　

三　

位　

吉
岡　

彩

【
女
性
３
０
歳
以
上
の
部　
参
加
１
４
名
】

　

優　

勝　

乙
崎　

麗

　

準
優
勝　

海
野
麻
由
美

　

三　

位　

佐
藤
伊
都
子

第
　
回
静
岡
市
民
剣
道

　
　
　
　
高
校
団
体
優
勝
大
会

開
催
日
時 　

平
成
2
7
年
2
月
1
1
日
（
水
・
祝
）

大
会
会
場 　

県
剣
道
連
盟
養
浩
館
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第
　
回
静
岡
県
中
部
剣
道
大
会

開
催
日
時 　

平
成
2
6
年
1
1
月
2
4
日
（
月
）

大
会
会
場 　

静
岡
市
北
部
体
育
館
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中
体
連
だ
よ
り

「
三
年
間
の
想
い
を
こ
め
て
」

　
東
海
大
学
附
属
翔
洋
高
等
学
校
中
等
部

　
　
　
　
　
　
　
　
木
下 

翔
平

私
が
東
海
大
翔
洋
中
に
入
学
を
し
た
と
き
、
心
の
中
に
は
不
安
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
部
活
の
稽
古
に
し
っ
か
り
と
つ
い
て
い
け

る
か
、
先
輩
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
、
常
に
不
安
を
抱
え
な

が
ら
の
毎
日
で
し
た
。
そ
ん
な
私
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
が
、
一
年
時
の
中
体
連
で
し
た
。
あ
の
夏
、
先
輩
た
ち
が
と
て

も
強
く
、
頼
も
し
く
見
え
、
そ
れ
が
私
の
心
に
強
く
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
私
は
中
体
連
で
勝
負
の
厳
し
さ
、
勝
っ
た
時
の
喜
び
を

覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
時
期
を
境
に
、
私
に
変
化
が
起
き

ま
し
た
。

私
は
、
小
学
生
の
時
は
個
人
戦
に
出
れ
ば
常
に
一
回
戦
負
け
で
し

た
。
し
か
し
、
1
年
の
秋
、
市
民
大
会
と
い
う
小
さ
な
大
会
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
出
来
、
自

信
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
大
会
や
遠

征
で
は
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の
挫

折
を
味
わ
い
ま
し
た
。

こ
う
し
て
迎
え
た
2
年
の
中
体
連
。
私
は
、
決
勝
に
次
鋒
で
出
場

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
鋒
が
素
晴
ら
し
い
二
本
勝
ち
で
私

に
つ
な
げ
て
く
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
本
負
け
を
し
、
流
れ

を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
体
連
の
重
み
、
怖
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
時
の
悔
し
さ
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
地

元
開
催
の
た
め
、
準
優
勝
チ
ー
ム
と
し
て
全
中
に
出
場
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
喜
び
と
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
来
年
も
う
一
度
こ
の
舞
台
に
来
る
ぞ
と
心
に
誓
い
ま
し
た
。

迎
え
た
最
後
の
中
体
連
、
私
は
「
上
を
見
な
い
で
目
の
前
の
試
合

に
全
力
で
臨
む
。
一
戦
集
中
！
」
を
心
に
決
め
、
試
合
に
臨
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
個
人
戦
で
優
勝
し
、
全
中
に
出
場
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
の
最
大
の
目
標
は

団
体
戦
で
優
勝
し
、
チ
ー
ム
で
全
中
に
出
場
す
る
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
決
勝
で
ラ
イ
バ
ル
校
に
敗
れ
、
目
標
を
か
な
え
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

た
め
に
も
勝
ち
た
か
っ
た
で
す
が
、
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
い
思
い
を
忘
れ
ず
に
ま
た
日
々
の
稽
古

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

悔
し
い
思
い
は
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
剣
道
が
好

き
に
な
っ
た
三
年
間
で
し
た
。。



受 賞 寄 稿 文

平成 25 年度　少年剣道教育奨励賞　美和剣正会（葵区）、井宮剣志会（葵区）

（4）

　この度、全日本剣道連盟より平成２５年度少年剣道教育奨励賞を受賞し、会員一同、
大変喜んでいると共に、県剣連、市剣連をはじめ、関係者の皆様に心から感謝とお礼を
申し上げます。
　美和剣正会は、昭和６３年に静岡市葵区美和地域健全育成会の後援で「美和地域住
民の心身の健全育成のために、武道教育を行う。」を目的に美和武道連盟が設立され、
その中の剣道部として発足しました。
　現在会員数は約４０名で週２回の稽古に励んでいます。指導者・子供・一般会員の
ほとんどが美和地域の住人で、この地域には足久保・美和・安倍口小学校と美和中学校
があり、小学生・中学生が剣正会の稽古に参加していて、新年の初稽古には自治会役員
を招いて演武を披露するなど、地域・学校との連携が取れている事も大きな特色の一つ
と言えます。保護者の方々の協力もありアットホームな雰囲気の中で活動しています。
　また、昇級・昇段審査への参加、剣道大会への出場をしていますが、特に静岡市内の
道場との交流も積極的に行い、子供たちが様々な交流を積む事で、どこに行っても臆する
ことのない精神的自信がつけば良いと考えています。
　稽古は、基本稽古・打ち込み稽古などが中心ですが、指導者の先生方が多く見えた時
は元立ちとなり、掛り手の息の上がるような稽古をお願いしています。
　剣道は「礼に始まり礼に終わる」と言われます。礼を形だけに留めることなく「おはよ
うございます。こんにちは。ありがとうございました。」の挨拶が日常生活で自然にできる
事は勿論のこと、相手を尊重することや、支えてくれる保護者の方々や道場・道具等にも
感謝する気持ちを育み、更に稽古を通してお互い切磋琢磨して自己を高め合えるよう今
後も指導していきたいと思っています。　　

「少年剣道教育奨励賞」を受賞して
美和剣正会　川崎 勝利

　この度の「少年剣道教育奨励賞」を頂戴し、３５年間のご褒美を頂いたのだと関係者一同感謝しております。ありがとうございます。
　井宮剣道少年団は、昭和５３年１２月に産声を上げ、当時の井宮小学校の校長先生が剣志会と命名してくださり、「井宮剣志会」として井宮小体育館
において週３回（火・木・土）の稽古が始まりました。発足当時は、井宮学区もたくさんのこどもが居り、まだサッカー、バレーボール等の少年団も無く、
井宮小学校及び近隣の小学校から口コミで大勢のこどもが集まり、４０名くらいの少年剣士が在籍していました。
　当時を振り返ると、まだ私も二十歳前で、正春武道具製造所の曽根正夫先生と共に今では考えられない様な稽古をしていました。足を掛けて倒す、投
げ飛ばすなど・・・。でもこども達も慣れてくると自分からわざと前に転び、胴をうまく利
用して体育館の床の上を腹這いに滑って遊ぶ子も出てきました。一日の稽古が終わると面
取り合戦が始まります。体育館の壁を背にして逃げる子、２，３人で作戦を立てて面を
取りにいく子、一対一で勝負する子、その時が一番生き生きしていて、これを楽しみに来
る子も大勢いたと感じています。
　そんな中、３５年間で忘れられない思い出があります。平成１５年８月の県下少年剣
道総合錬成大会（９６チーム参加）で、見事ベスト８に入り敢闘賞を頂いたことです。
この時は本当に “やっててよかった。” と思いました。
　最後に、今現在、こどもが少なくなってきましたが、剣道がもっともっと井宮地区に根
付くように長く続けていきたいと考えています。これまでご協力いただきました皆様に感謝
するとともに、これからも皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。ありが
とうございました。

３５年間のご褒美　
井宮剣志会　杉山 和志

広報委員長　長澤 渡　　広報副委員長　高橋 長吉　　広報委員　鈴木 靖　中野 重利　小林 光男　渡辺 重和　岩崎 康正

少年少女の剣道指導に永年にわたり尽力し、家庭及び学校教育並びに地域社会の向上に資する活動を継続したことが認められ、全日本剣道連盟から美和
剣正会（葵区）、井宮剣志会（葵区）に平成２５年度「少年剣道教育奨励賞」が授与されました。

平成25年度

平成 26年度
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